




通常の生活を送りながら、次の地震に向けた備えを再度確認しましょう。

南海トラフ地震がいつ起こっても対応できるように事前に備えておきましょう

2021

基本的な事項と地震への事前の備え

□住んでいる場所：

□家族構成：　　　　　　　　　　　　　　

□持病の有無など：

□避難場所と経路：

□非常持ち出し袋の中身：

□どこに誰と避難しますか：
□避難の時に何を持って逃げますか：

□どこで誰と１週間避難生活を行いますか：

□１週間の避難生活に何が必要になりそう
　ですか：

□家に帰ってからどのような地震への備え
　を行いますか：

□家に帰ってからどのような地震への備え
　を行いますか：

□通常の生活に戻りつつも、どのようなことに気をつけながら生活をしていきますか：

事前避難対象地域外の住民

南海トラフ地震臨時情報（調査中）発表
南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒）発表

南海トラフ地震に備えるためのマイタイムライン １週間の事前避難が終了してからの対応、または、
南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）発表後の対応

帰　宅

事前避難対象地域内の住民

地震発生

地震発生後
２～３分後

地震発生後５～30分後

津波警報発表
（地震発生約３分後）

津波警報解除

地震発生から最短2時間後

地震発生から
１週間が経過

地震発生から
２週間が経過

　南海トラフ地震臨時情報は、必ず大きな地震が発生するというものではなく、これまで以上に発生
する可能性が高まっているという情報です。そのため、正しく情報を理解し、適切に備えることが
重要です。
　南海トラフ沿いでは、大規模地震発生の切迫性が指摘されており、いつ地震が起きても不思議では
ありません。また、地震発生後、時間差で巨大地震が起こるおそれもあります。
　あなたと大切な人の命を守るとともに、社会が混乱しないように、来たる地震への備えについて、日頃
から考えておくことが大切です。まずは高いところに物を置かないなど、できることから始めましょう。

●すぐに避難できる態勢での就寝
●非常持出袋の常時携帯
●緊急情報の取得体制の確保

●屋内のできるだけ安全な場所での生活
●危険なところにできるだけ近づかない

ブロック塀や
ガラスの多い
場所

揺れを感じたら直ぐに避難できる態勢の準備と身の安全の確保

ベルト式ベルト式

留め金留め金ガラス
飛散防止
フィルム

滑り止め
シート

●避難場所・避難経路の確認

●家族との安否確認手段の確認
SNS・メール・電話・
災害伝言ダイヤル

「171」に電話をかけて、伝言を残すときは
さらに「1」を、伝言を聞くときは「2」をおし、
自分の家の電話番号など、家族で決めておいた
番号をおすと使えます。

・モバイルバッテリーは充電されているか？
・懐中電灯の電池は切れていないか？
・非常食の賞味期限は切れていないか？

●家具の固定の確認

●非常持出品の確認など

避難所？ 高台の
公園？

中学校？

小学校？

SNS

ホーム
ページ

ニュース
サイト

賞味期限 00.00.00

171

決めておいた番号

1 2

日頃からの地震への備えの再確認
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